







昨年に統いて、 2008 年 3 月 12 日から 15 日ま
で 3 泊 4 日で台湾に資料調査に出かけた。メン
バーは昨年同様、記念センター長の藤田佳久教授、
ポスドクの武井義和さん、 R.A. の石田卓生さんと
私の 4 人が参加した。 12 日早朝に豊橋を出発して、































































































































に閲覧した第 1 固から第 6 回（第五期生から第十期生）
の調査報告書の事であったかもしれない。なぜならば、



























審策原議j 大正 3 年を入手できたのは、意義深い
ものがある。
































3 泊 4 日はあっという聞に終わってしまった。
朝はホテルを 9 時半出発、終日資料集めに奔走し
夕食が終わると午後 8 時をとっくに過ぎていた。
それから藤田先生はじめ若い彼らは書店街に操り
出し、毎日大量の書籍を購入してきた。特に藤田
先生の書籍に関する購入癖はエネルギッシュで止
まることが無かった。先生は腰痛もあるし、 3 月
上句は体調を崩されていたのだから、程々にすれ
ば良いのにと余計な事を考えていた。またあの中
の何冊かは既にダフ’って購入しているのではない
か？と心配しながら、冷ややかに見ていた私で
あった。因みに私はと言うと、コピーした大量の
資料は全て私のスーツケースに収められて大事に
持って帰って来た。お陰様でこれ以上何も入らな
い状況だ、った事を記して言い訳としたい。
これらのコピー資料は、今後製本し記念セン
ターに収蔵する事となる。より東亜同文書院関係
資料の充実と若手育成など研究体制が整う事が期
待されている。
